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ふしぎなまほう 
 

 

 

まあちゃんのまほう 
たかどの ほうこ さく 福音館書店 Ｅ－タ 

まあちゃんは、まほうのほんにかいてあった「しっているひとをどうぶつにかえる」おまじな

いをおかあさんでためしてみました。すると、おかあさんはタヌキになりました。しかし、ずっ

とタヌキのままだったらどうしようとしんぱいになり、もとにもどすおまじないをとなえます。

もとにもどったおかあさんは、まあちゃんといっしょにまあちゃんがいけないことだとおもっ

てたことばかりします。 

 

でっかいねずみとちっちゃなライオン 
イブ・タイタス ぶん 光吉 夏弥 やく 大日本図書 ９３３－タ 

ある日
ひ

、一
いっ

ぴきの小
ちい

さなねずみがにんげんのせかいをみにいこうと、まちをさがしにでかけま

した。一
いっ

ぴきの大
おお

きなライオンもまちをさがしにでかけました。しんせつなようせいがねずみと、

すこしあとからあるいてくるライオンをみかけ、まほうをかけます。それは「ねずみは、せかい

一
いち

大
おお

きなライオンより大
おお

きく、ライオンはせかい一
いち

小
ちい

さなねずみより小
ちい

さく」にんげんのめにみ

えるようにというまほうでした。 

 

アラビアン・ナイトのおはなし 
中川 正文 ぶん のら書店 ９２９－セ 

むかしあるところに、アラジンというのんきでなまけものな子
こ

どもがいました。ある日
ひ

、アラ

ジンのおじさんだという男
おとこ

がたずねてきました。しかし、この男
おとこ

はほんとうはまほうつかいだ

ったのです。あくる日
ひ

、まほうつかいは町
まち

のそとのせまい谷間
た に ま

へアラジンをつれていき、地面
じ め ん

の

さけめにあらわれた石
いし

の下
した

にあるランプをもってくるようにいいます。（『アラジンとまほうの

ランプ』） 

 

 

 



魔女の宅急便 
角野 栄子 作 福音館書店 ９１３－カ 

十三歳
じゅうさんさい

の年
とし

の満月
まんげつ

の夜
よる

、ひとり立
だ

ちをした魔女
ま じ ょ

のキキは、黒猫
くろねこ

のジジとコリコの町
まち

に住
す

むこ

とにします。この町
まち

にきたばかりの日
ひ

、キキはパン屋
や

のおソノさんのかわりにわすれものをとど

けることができ、とてもいい気持
き も ち

になりました。三日
み っ か

がすぎたころ、何
なに

か自分
じ ぶ ん

にできるものを見
み

つけようと思
おも

ったキキは、宅急便
たっきゅうびん

をはじめることにしました。 

 

まほうつかいのでし 
大石 真 文 柳原 良平 絵 学研 Ｅ－ヤ 

 あるやまおくに、まほうつかいとでしのオトールがすんでいました。オトールはいつになって

もまほうをおしえてもらえなかったので、まほうをぬすんでやろうとかんがえます。それからま

いにちぬすみぎきをし、３ねんほどたつと、まほうのじゅもんをおぼえこんでしまいました。あ

るひ、まほうつかいがるすのあいだに、オトールはおぼえたじゅもんをためしてみました。 

 

いろいろへんないろのはじまり 
アーノルド・ローベル 作 まきた まつこ やく 冨山房 Ｅ－ロ 

 いろというものがなくせかいがはいいろだったころ、まほうつかいはあおいろをつくりまし

た。たちまちせかいじゅうがあおいろになり、あおいろのときがはじまりました。しかしやがて

あおいろのために、みんなはかなしいきもちになりました。なんとかしようとつぎにつくったの

はきいろです。たちまちきいろのときがはじまりましたが、みんなのめがチカチカして、きいろ

もそんなによくなかったのです。 

 

魔法の学校 エンデのメルヒェン集 

ミヒャエル・エンデ 作 佐々木 田鶴子 訳 岩波書店 ９４３－エ 

もうなん年
ねん

もまえのことです。わたしは長
なが

い旅
たび

のなかで、伝説
でんせつ

につつまれた「望
のぞ

みの国
くに

」へで

かけ、しばらく滞在
たいざい

しました。そして、マーリとムークのふたごと友
とも

だちになり、このふたりの

おかげでときどき魔法
ま ほ う

の学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

をきくことができました。魔法
ま ほ う

をつかうために必要
ひつよう

なこと

は、自分
じ ぶ ん

のほんとうの望
のぞ

みを知
し

ることだとジルバー先生
せんせい

はいいます。 


